
４
月
2
日

（
火
）
花
冷

の
こ
の
日
、
蒲
桜
の
あ
る
東

光
寺
に
10
時
集
合
、
入
り
口

の
石
段
で
31
名
の
集
合
写
真

を
撮
っ
た
。

蒲
桜
は
ま
だ
5
分
咲
き
で

去
年
よ
り
遅
れ
て
い
た
。
彩

央
会
に
新
規
加
入
し
た
「
鈴

木
忠
博
」
さ
ん
に
蒲
桜
の
謂

れ
に
つ
い
て
説
明
を
が
あ
り
、

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
日
本
五
大
桜
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
巨
木
か
つ
見
事
な
枝
ぶ
り

あ
る
。

自
然
観
察
公
園
の
遊
歩
道

の
桜
も
ま
だ
五
分
咲
き
で
、

去
年
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
鈴

木
さ
ん
の
案
内
で
カ
タ
ク
リ

の
花
が
間
近
で
み
ら
れ
る
場

所
に
向
か
っ
た
。
株
数
は
少

な
い
が
、
す
ぐ
近
く
で
可
憐

な
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
然
観
察
公
園
の
セ
ン
タ
ー

に
到
着
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
自

然
観
察
公
園
の
樹
木
や
草
花

の
説
明
が
あ
っ
た
。
き
ゅ
う

り
の
匂
い
の
す
る
き
ゅ
う
り

草
と
い
う
の
が
あ
る
と
聞
い

て
驚
い
た
。
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
を
目
指
す
。
途
中
の
高

尾
桜
公
園
も
、
ま
だ
、
満
開

の
桜
は
少
な
か
っ
た
。

阿
弥
陀
堂
、
脇
の
民
家
の

枝
垂
れ
桜
は
満
開
で
見
事
で

あ
り
、
皆
さ
ん
写
真
撮
影
を

し
た
。
ま
た
、
阿
弥
陀
堂
の

江
戸
彼
岸
桜
も
ま
さ
に
満
開

で
幹
の
太
さ
と
い
い
枝
ぶ
り

と
い
い
見
事
で
あ
っ
た
。
そ

こ
か
ら
近
く
の
谷
の
斜
面
に

カ
タ
ク
リ
が
咲
い
て
い
た
が
、

遠
く
離
れ
た
場
所
で
あ
る
た

め
印
象
は
少
な
い
。
い
よ
い

よ
、
最
終
ゴ
ー
ル
の
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
た
。

こ
こ
で
合
流
し
た
方
も
い
て

総
勢
32
名
と
な
っ
た
。

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
昼

食
は
、
新
会
員
２
人
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
い
よ
い

よ
「
秩
父
の
寅
さ
ん
」
こ
と

石
井
さ
ん
の
シ
ョ
ー
が
始
ま
っ

た
。
今
回
は
五
木
ひ
ろ
し
に

も
挑
戦
、
数
曲
を
披
露
し
た
。

そ
の
後
、
佐
野
元
会
長
の
い

か
に
老
い
る
か
、
外
川
さ
ん

の
迫
力
あ
る
赤
穂
義
士
の
講

談
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。
途
中
で
帰
る
人
も
な

く
、
幹
事
の
気
配
り
で
バ
ス

時
間
の
連
絡
も
あ
り
、
成
功

裡
に
終
わ
っ
た
。

5
月
13
日
（
月
）
、
春
季

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
例
年

通
り
鴻
巣
市
吹
上
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
た
。
初

参
加
者
を
含
め
て
16
名
で
４

組
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
、
ゴ

ル
フ
場
周
辺
は
鴻
巣
市
が
開

催
す
る
「
こ
う
の
す

花
ま

つ
り
」
の
会
場
と
も
な
っ
て

お
り
、
鮮
や
か
な
黄
色
や
橙

色
に
色
づ
い
た
ポ
ピ
ー
畑
を

横
目
で
見
な
が
ら
プ
レ
イ
を

楽
し
ん
だ
。

大
熱
戦
の
結
果
、
専
科
4

期
の
荒
巻

勲

さ
ん
が
優
勝

の
栄
冠
に
輝
い
た
。
表
彰
式

終
了
後
、
ポ
ピ
ー
畑
を
望
み

な
が
ら
冷
た
い
飲
み
物
と
お

に
ぎ
り
を
頬
張
り
な
が
ら
熱

戦
の
結
果
を
振
り
返
っ
た
。

も
う
、
次
回
の
大
会
に
意
欲

を
燃
や
す
人
も
お
り
、
季
節

的
に
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

花
を
愛
で
な
が
ら
年
代
を
超

え
て
の
交
流
の
場
を
も
っ
た
。

会報「彩央」第13号 2019（R1)年９月２日

彩

央

7名の入会で｢彩央会｣は総勢117名

彩
央
会
は
13
年
目
に
入
り
、

今
年
は
、
専
攻
４
期
な
ど
の

新
入
会
員
７
名
を
迎
え
会
員

は
１
１
７
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
は
役
員
会

で
検
討
を
重
ね
、
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
者
の
増
加
に
力
点

を
お
い
て
計
画
し
、
新
年
度

最
初
の
行
事
は
恒
例
の
桜
ウ

オ
ー
ク
で
32
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

春
の
行
事
は
、
話
題
の

「
豊
洲
市
場
見
学
と
築
地
場

外
市
場
散
策
」
で
、
多
く
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
特
に

女
性
の
参
加
の
多
さ
が
目
立

ち
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
も
好
評
で

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
企
画
で
す
。

さ
ら
に
、
秋
の
2
大
行
事

と
し
て
10
月
の
「
龍
Ｑ
館
＆

春
日
部
の
羽
子
板
製
造
工
程

の
見
学
」
と
11
月
に
「
古
都

府
中
の
散
策
と
サ
ン
ト
リ
ー

工
場
見
学
」
が
予
定
が
あ
り
、

多
く
の
参
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
事
で
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
頂
き

た
い
。

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
少
し
気
が
か
り
で
す
、

北
本
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
と

の
関
係
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
各
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
定
着
し
着
実
に
進

行
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ

の
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
文
集
と
活
発
で
、
支
え

て
く
れ
る
方
々
に
感
謝
の
念

で
一
杯
で
す
。

彩
央
会
の
理
念
で
あ
る

「
親
睦
・
い
き
が
い
・
社
会

貢
献
」
に
向
け
て
会
員
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

岩佐会長再任、副会長３名/4人中 改選

2019（R１）年度 事業計画

行 事 名 詳細（実績・予定など）

花見ハイク 北本桜ウォーク 4/２(火)

定期総会 北本市文化センター 4/20(土)

地域

ボランティア

北本自然観察公園 緑のトラスト
地 5/4, 6/26, 9/20, 3/19

パークゴルフ
大会

吹上パークゴルフ場 5/13,11/11
の各(月)

ゴルフ大会 吉見ゴルフ場 6/21(金)

パソコン教室 文化センター6/11,18,25,6/1,8,(土)

見学会-1 豊洲新市場と築地場外5/30(木)

ほたる観賞会 北本自然観察公園 7/26(金)

美 術 展 文化センター 8/27(木)～9/1(日)

一芸披露会 文化センター 8/31(土)

会報 発行 A3サイズ・両面カラー 9/２(月)

見学会-2 首都圏外郭放水路 10/17(木)

工場見学-3 サントリー武蔵野ブルワリー 11/26

文集発行 「彩央のひろば」 2020/１月

新春そば打ち会 中丸公民館 2020/１/24(金)

上記の他に月例

クラブ活動など

・女子会手仕事サロン：毎月 第3（月）

・パークゴルフ：毎月 第2（月）

・ゴルフ： 6,9,12,4月に開催

・映画を楽しむ会：毎月 1回

・サイクリングクラブ 第1・3(木)

・歌う会：毎月第4(木)

・パソコンクラブ 毎月 第2・4(水)

第1３号

「
彩
央
会
」
第
13
回
の
平
成
31

年
度
定
期
総
会
を
、
4
月
20

日

（
土
）
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。
会
員
１
１
７
名
中
、

出
席
65
名
で
委
任
状
が
40
名
で
あ
っ

た
。
対
尾
副
会
長
の
司
会
で
開
会

し
、
岩
佐
会
長
が
あ
い
さ
つ
で
、

今
年
度
は
、
「
豊
洲
新
市
場
」
や

「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」
見
学
な

ど
の
魅
力
あ
る
企
画
が
組
ま
れ
、

ク
ラ
ブ
活
動
は
従
来
に
、
「
歌
う

会
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
」
が

加
わ
り
７
ク
ラ
ブ
と
な
り
活
性
化

し
て
き
た
。
新
入
会
員
は
７
名
で
、

会
員
は
、
前
年
度
よ
り
３
名
の
減

少
で
１
１
７
名
と
な
っ
た
と
の
紹

介
が
あ
っ
た
。

来
賓
の
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

薬
師
寺
清
幸

企
画
振
興
部
長
、
埼

玉
県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
堂
本
泰

章

総
括
責
任
者
の
２
名
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。

第
1
号
～
第
５
号
議
案
を
審
議

し
て
原
案
を
承
認
し
た
。
平
成
30

年
度
活
動
は
、
荻
野
副
会
長
が
主

な
行
事
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
。

第
二
部
の
「
懇
親
会
」
は
、
武

井
総
務
部
長
の
司
会
で
、
例
年
ど

お
り
、
各
人
の
近
況
を
持
ち
時
間

1
分
で
報
告
し
た
。
92
歳
の
石
川

好
郎
さ
ん
を
は
じ
め
多
士
済
々
、

人
生
経
験
豊
富
な
人
た
ち
の
話
題

は
尽
き
ず
、
規
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
人
も
い
た
。
５
０
０
円
会
費

で
缶
ビ
ー
ル
と
つ
ま
み
が
用
意
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
定
刻
で

総
会
は
終
了
し
た
。

会
報
発
行
に
よ
せ
て

会
長

岩
佐

正
二

文
化
セ
ン
タ
ー
で
５

月
11
日
（
土
）
か
ら
、

恒
例
の
Ｐ
Ｃ
教
室
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
講
師
は

対
尾
さ
ん
（
16
期
、
桶

川
）
で
、
6
月
８
日
ま

で
毎
週
の
土
曜
日
に
、

5
回
開
催
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

の
活
用
、W

o
r
d

・E
x
c
e
l

の
活
用
、
一
つ
で
も
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
を
開

く
の
が
楽
し
く
な
る
こ

と
請
け
合
い
で
あ
る
。

教
材
は
「
彩
央
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
プ
リ
ン
ト
も
可
能

で
、
記
事
コ
ー
ド
は

19
ー

0
１
２

で
あ
る
。

会

報

2019(R1)年度「彩央会」会長・副会長

会 長 18期 岩佐 正二 桶川

副
会
長

事務長 16期 対尾 雅之 桶川

総務部 22期 澤井 秀幸 鴻巣

事業部 24期 中村 昌彦 所沢

地域活動部 25期 府川 安正 鴻巣

各期窓口の連絡員

担当期 連絡員 担当期 連絡員

5～14期熊谷 康夫 24期 中村 昌彦

15～16期対尾 雅之 25期 府川 安正

17期 熊谷 康夫 専攻1期 信末 善男

18期 岩佐 正二 (火・水) 花形 俊男

19期 町田 勝重 専攻2(火) 栗原 昭男

20期 荻野 進 専攻2(水木) 藤澤 良正

21期 三浦 寿久 専攻3(火) 小金井 明

22期 澤井 秀幸 専攻3(水） 安藤 房子

専科2・3 武井 章 専攻3(木) 石黒 廣行

専科4・6 荒巻 勲 専攻4 秋山 章治

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

五
月
晴
れ
の
下

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

「
彩
央
会
」
定
期
総
会
開
催

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報 （第13号）
発行：2019年（R1）9月2日
発行人：会長 岩佐 正二

HP 検索キーワード： 彩央会

新
人
歓
迎
・
北
本

桜

ウ
ォ
ー
ク

新
春
う
ど
ん
打
ち

前
年
か
ら
、
「
中
丸
公
民

館
」
で
の
開
催
と
な
り
、
１

月
25
日
（
金
）
荒
巻
師
範
の

も
と
に
24
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
う
ど
ん
打
ち
は
、

女
性
陣
は
裏
方
に
回
り
「
出

汁
つ
く
り
」
の
み
、
男
連
が

麺
棒
と
包
丁
を
手
に
活
躍
、

出
来
上
が
っ
た
不
揃
い
の
う

ど
ん
を
食
べ
な
が
ら
、
ひ
と

り
ず
つ
近
況
を
報
告
し
た
。



★

北
本
自
然
観
察
公
園

・
日
時

６
月
26
日
（
水
）

・
北
本
自
然
観
察
公
園

・
参
加
者

彩
央
会
11
名

（
内
女
性
1
名
）

雨
模
様
の
日
が
続
い
た
が
、

こ
の
日
は
梅
雨
の
中
休
み
晴

天
と
な
り
最
高
気
温
も
30
度

を
超
え
る
暑
さ
と
な
っ
た
。

定
刻
の
9
時
半
に
予
定
の
全

員
が
集
ま
っ
た
、
他
に
急
き
ょ

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
方
も
加

わ
り
総
勢
11
名
の
参
加
者
と

な
っ
た
。

講
義
室
で
自
然
学
習
指
導

員
の
松
倉
さ
ん
に
、
本
日
の

作
業
テ
ー
マ
「
ビ
オ
ト
ー
プ

見
本
園
の
草
刈
と
野
生
動
物

の
生
息
空
間
の
創
生
」
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
説
明
が
あ

り
。
具
体
的
に
は
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
根
か
ら
抜

き
取
る
作
業
だ
。
注
意
事
項

と
し
て
マ
ム
シ
、
ハ
チ
の
巣
、

毒
蛾
、
毛
虫
な
ど
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

マ
ム
シ
と
聞
い
た
途
端
、
一

瞬
、
緊
張
が
走
る
。
建
物
を

出
て
正
面
入
り
口
前
で
松
倉

さ
ん
の
指
導
に
よ
る
準
備
体

操
を
実
施
。

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
草

木
の
伐
採
や
公
園
の
整
備
な

ど
、
作
業
中
心
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に

公
園
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
こ
の

時
期
の
現
地
の
昆
虫
や
植
物

の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
作
業
現
場
に

は
「
彩
央
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
整
備
し
た
と
の

看
板
が
設
置
し
て
あ
る
。

★
「

緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
」

８
号
地
高
尾
宮
岡

・
日

時

5
月
4
日
（
土
）

9
時
か
ら
11
時
45
分

・
参
加
者

彩
央
会
14
名

（
内
女
性
1
名
）
、
緑
の

ト
ラ
ス
ト
協
会
15
名
、

計
29
名

み
ど
り
の
日
、
伐
採
済
み

の
樹
木
の
片
づ
け
と
カ
ナ
ム

グ
ラ
の
抜
取
り
作
業
を
実
施
。

大
型
連
休
後
半
の
４
日
は
、

天
気
も
持
ち
直
し
爽
や
か
な

朝
を
迎
え
た
。
定
刻
の
9
時

に
は
全
員
が
集
合
し
、
岩
佐

会
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
８
号
地

代
表
の
佐
山
さ
ん
か
ら
、
本

日
の
作
業
内
容
と
注
意
事
項

が
説
明
が
あ
り
、
4
班
に
分

か
れ
て
作
業
に
入
っ
た
。

女
性
グ
ル
ー
プ
4
名
は
、

「
カ
ナ
ム
グ
ラ
」
の
抜
取
り

作
業
。
男
子
グ
ル
ー
プ
は
、

倒
木
の
片
づ
け
や
事
前
に
協

会
員
が
伐
採
し
た
木
の
枝
や

竹
を
引
き
出
し
、
一
か
所
に

集
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
予

定
で
は
、
伐
採
し
た
木
の
枝

を
細
か
く
粉
砕
し
チ
ッ
プ
に

す
る
作
業
も
行
う
は
ず
だ
っ

た
が
、
手
違
い
で
機
械
が
到

着
せ
ず
、
粉
砕
作
業
は
で
き

な
か
っ
た
。
代
わ
っ
て
、
紫

色
の
花
が
咲
い
て
い
る
ハ
ナ

ダ
イ
コ
ン
（
シ
ョ
カ
ッ
サ
イ
、

原
産
地
：
中
国
）
の
抜
取
り

を
行
っ
た
。
各
所
に
放
置
さ

れ
山
積
み
さ
れ
て
い
た
枝
な

ど
が
取
除
か
れ
、
景
観
も
良

く
な
っ
た
。

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い

て
実
現
で
き
な
か
っ
た
「
竹

の
子
」
も
20
本
ほ
ど
収
穫
で

き
、
1
本
ず
つ
土
産
に
貰
っ

た
。
さ
っ
そ
く
“
筍
ご
飯
”

に
し
て
食
べ
た
が
、
新
鮮
で

自
分
で
掘
っ
た
筍
の
味
は
格

別
だ
っ
た
。
ト
ラ
ス
ト
協
会

の
皆
様
、
ご
馳
走
様
で
し
た
。

自
然
観
察
公
園
で
の
活
動

は
「
彩
央
会
」
の
切
り
札
で

あ
り
広
報
活
動
な
ど
で
、
よ

り
活
性
化
を
図
り
た
い
。

家
族
や
近
隣
住
民
の
参
加

も
可
能
で
す
。

・
女
子
会
手
仕
事
サ
ロ
ン

代
表
・
桶
川

柳

順
子

幹
事
・
上
尾

飯
沼
和
華
子

・
映
画
を
楽
し
む
会

「
午
前
10
時
の
映
画
祭
9
」

代
表
・
鴻
巣

瀬
山

宏
昭

幹
事
・
鴻
巣

熊
谷

康
夫

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

代
表
・
北
本

荒
巻

勲

幹
事
・
鴻
巣

野
口

剛

・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

間
中

芳
男

幹
事
・
北
本

荻
野

進

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

信
末

善
男

幹
事
・
北
本

西
村

邦
明

・
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

大
野

武
男

幹
事
・
鴻
巣

奈
良

武

・
歌
う
会

代
表
・
北
本

松
本
紀
久
夫

幹
事
・
桶
川

鈴
木

康
夫

会報「彩央」第13号 2019（R1)年９月２日

直近のイベント ６件
★ 美術展 8/27(木)～9/1(日) 文化センター

★ 期間中「一芸披露会」も8/31(土)実施

★ 環境ボランティア 北本自然観察公園

9/20(金) 当日飛び入り参加も可能

★ 首都圏外郭放水路探検と羽子板工房

見学 10/17(木)、締切り 9/5(木)

★ サントリー工場見学と府中の街散策

日時：11/26(火) 定員でキャンセル待ち

ビール試飲は、3杯まで。

★ 文集の発行（R2/1月）投稿案内 9/2

自由投稿・写真 絵手紙・俳句 川柳・

会員短信（110文字以下）は、全員投稿期待

詳細はHPに記載：

検索キーワード 彩央会

ヘ
イ
ケ
蛍

観
賞
会

開
催
日
：
７
月
26
日
（
金
）

参
加
者
：
21
名（

子
供
２
人
）

北
本
市
自
然
観
察
公
園

台
風
６
号
の
到
来
を
心
配

し
な
が
ら
、
ホ
タ
ル
観
賞
会

の
開
催
と
な
っ
た
。
現
地
情

報
で
は
、
7
時
15
分

セ
ン

タ
ー
発
が
最
適
と
の
こ
と
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
。

ホ
タ
ル
の
群
生
地
「
メ
ダ

カ
の
Ｔ
字
路
」
に
向
か
っ
た
。

暗
闇
が
増
す
に
つ
れ
、
水
辺

の
あ
ち
こ
ち
で
、
歓
声
が
上

が
り
、
ち
ら
ほ
ら
ホ
タ
ル
の

幻
想
的
な
光
が
点
滅
、
空
中

に
飛
び
出
す
ホ
タ
ル
も
出
て

来
た
。
午
後
８
時
、
ホ
タ
ル

と
お
別
れ
し
た
。

８
月
３
日
（
土
）
午
前
、

桶
川
市
川
田
谷
の
氷
川
神

社
境
内
に
あ
る
会
館
に
て
、

「
三
田
原
地
区
子
供
会

七
夕

祭
り
」
が
開
か
れ
、
17
期
の
永

井
照
子
さ
ん
か
ら
お
声
が
か

り
、
同
期
の
三
人
が
民
話
を
語
っ

て
き
た
。

・
七
夕
の
も
の
が
た
り

外
川
澄
輝

・
あ
ず
き
ま
ん
ま
の
歌

間
中
喜
久
江

・
座
頭
の
木

熊
谷
康
夫

朝
の
十
時
半
こ
ろ
に
会
館

に
つ
い
た
が
、
大
勢
の
父
兄
の

皆
さ
ん
の
手
で
会
場
内
に
葉

竹
が
一
本
飾
ら
れ
、
子
供
た
ち

が
思
い
思
い
の
願
い
事
を
短

冊
に
書
い
て
、
笹
に
飾
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
数
年
前

に
も
こ
の
七
夕
祭
り
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
子
供
た

ち
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
た

（
聞
き
手
31
人
中
、
子
供
17
人
）
。

み
ん
な
元
気
で
、
ま
た
、
と
っ

て
も
行
儀
が
よ
く
て
、
話
を
よ

く
聞
い
て
く
れ
た
。

11
時
に
語
り
始
め
11
時
50

分
に
終
了
。
父
兄
の
皆
さ
ん
の

手
料
理
の
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

と
甘
い
ス
イ
カ
を
、
子
供
た
ち

と
一
緒
に
ご
馳
走
に
な
り
帰
っ

て
き
た
。

川
田
谷
の
子
供
会
の
七
夕
祭
り
で
語
る

編
集
後
記

広
報
は
、
「
彩
央
会
」
発

足
か
ら
発
行
し
た
。
５
号
か

ら
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
編
集
長
」

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
自
前
の

編
集
に
移
行
、
６
号
か
ら
倍

の
Ａ
３
サ
イ
ズ
に
拡
大
し
、

編
集
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。

今
回
の
編
集
委
員
は
強
力

で
あ
り
、
広
報
編
集
を
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
（
対
尾
）

編
集
長

16
期

対
尾
雅
之

委
員

22
期

澤
井
秀
幸

〃

専
科
３

武
井

章

〃

専
攻
２

栗
原
昭
男

〃

専
攻
２

中
島
竹
夫

〃

専
攻
３

石
黒
廣
行

〃

専
攻
３

井
上
伸
子

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
日
時

５
月
30
日
（
木
）

・
参
加

37
名（

内
女
性
14
名
）

都
内
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
一

つ
で
、
銀
座
に
近
い
と
言
う

こ
と
で
女
性
の
参
加
者
が
多

く
、
近
年
で
は
最
大
の
参
加

者
と
な
り
、
彩
央
会
の
絆
の

深
さ
を
感
じ
た
。

新
橋
駅
に
到
着
、
烏
森
口

に
集
合
し
、
ゆ
り
か
も
め
で

25
分
乗
り
市
場
前
駅
の
目
の

前
に
豊
洲
市
場
は
広
が
っ
て

い
た
。
築
地
市
場
が
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
80
年
以
上
に
わ

た
り
、
都
民
へ
の
安
定
し
た

生
鮮
食
品
の
供
給
の
役
目
を

果
た
し
て
来
た
が
、
老
朽
化
、

過
密
化
で
管
理
上
の
問
題
が

あ
り
昨
年
10
月
に
豊
洲
市
場

は
オ
ー
プ
ン
し
た
。

豊
洲
市
場
は
首
都
圏
の
基

幹
市
場
と
し
て
、
新
鮮
な
食

品
流
通
の
円
滑
化
と
価
格
の

安
定
と
言
う
シ
ス
テ
ム
に
加

え
年
々
高
ま
る
消
費
者
の
食

の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
対

応
で
き
る
施
設
と
し
て
注
目

さ
れ
い
る
。
周
囲
は
外
国
人

が
目
立
ち
、
特
に
、
東
洋
系

の
方
が
６
割
の
感
が
し
た
。

12
時
と
遅
い
時
間
の
た
め

市
場
独
特
の
活
気
に
触
れ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

昼
食
は
豊
洲
で
乗
換
て
築

地
場
外
市
場
に
移
動
し
、
自

由
行
動
。
高
額
（
鮪
）
セ
リ

落
と
し
で
有
名
な
「
す
し
ざ

ん
ま
い
」
で
摂
る
人
、
好
み

の
鮨
店
で
摂
る
人
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
ビ
ー
ル
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
食
べ
散
策
し
た
。
な
お
、

築
地
は
、
平
日
で
も
昼
飯
時

は
混
む
が
2
時
を
過
ぎ
れ
ば

ゆ
っ
く
り
食
事
が
で
き
る
。

帰
り
際
、
隣
り
の
築
地
本

願
寺
で
、
若
い
お
坊
さ
ん
の

法
話
を
聞
け
た
の
も
想
定
外

の
収
穫
で
心
に
残
っ
た
。

豊
洲
市
場
・
築
地

場
外
市
場
散
策

新
た
に
２
ク
ラ
ブ
立
上
げ
、
７
ク
ラ
ブ
で
活
動


